






































について」（『愛知大学史研究』第 1 号、2007 年）、「「大学史」講義まとめとして」（同上）、「2 年度目の「大学
史」リレー講義について」（『愛知大学史研究』第 2 号、2008 年）、「2008 年度の「大学史」リレー講義につい
て」（『愛知大学史研究』第 3 号、2009 年）、「最終実施年度となった、2009 年度「大学史」リレー講義」（『オ
ープン・リサーチ・センター年報』第 5 号、2011 年）、「「大学史」講義の方向性についての私論」（『愛知大学





























































4 佃、前掲文、2014 年、29 頁。
5 佃、前掲文、2007 年、104 頁。





















































































































































11 佃、前掲文、2014 年、25 頁。














動を具体的に扱う「第 4 回? 東亜同文書院の
多彩な卒業生」や「第 12 回? 学生生活の移り

























については、例えば「第 6 回? 地域研究とし

































択科目、春学期木曜第 2 時限）として各全 15
回で開講した。
? 準備時の想定受講者人数はそれぞれ 50 名
????????????????????????????





































































































































第 1 回? オリエンテーション——愛知大学と
ルーツ校である日清貿易研究所・東亜同
文書院大学との関係
第 2 回? 日清貿易研究所の教育と学生生活
——名古屋人荒尾精と明治青年たちが見
たグローバル世界
第 3 回? 東亜同文書院の教育構想——根津一
の倫理教育と先進的なビジネス教育
第 4 回? 東亜同文書院の多彩な卒業生——国
際人坂本義孝・文学者大内隆雄・外交官
石射猪太郎
第 5 回? 戦前日本の教育と東亜同文書院——
キャリアデザインと教育を戦前と現代
を比較しつつ考える
第 6 回? 地域研究としての「大旅行」——東
亜同文書院生が見たアジアの実相
第 7 回? 東亜同文書院と戦争——戦時下の大
学昇格と学生従軍とのジレンマ
第 8 回? 愛知大学の建学——敗戦による東亜
同文書院大学の消滅を乗り越えた不屈
の教育活動
第 9 回? 本間喜一と愛知大学——世界平和に
貢献する教育を目指した本間喜一名誉
学長を中心にして
第 10 回? 世界的な『中日大辞典』の編纂と
刊行——中国から返還された東亜同文書
院の辞書カード
第 11 回? 社会変化に対応した拡充——キャ
ンパスの変遷や大学院・学部・研究所の
整備充実の歴史を見る
第 12 回? 学生生活の移り変わり——引揚学
生の寮生活から現在に至るキャンパス
ライフの変遷
第 13 回? 国際交流の展開——日中国交正常
化以前に始まる中国との交流や諸外国
との交流の歴史
第 14 回? 多様な教育活動——砂漠植林ボラ
ンティア活動「ポプラの森」を中心に実
践的な教育活動を見る































科書の 19 世紀後半から 20 世紀部分を通読
しておきましょう。
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